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	応用
	抗原情報
	背景
	エストロゲン受容体（ER）は、ホルモン結合、DNA結合、転写活性化に重要な複数のドメインから構成されるリガンド活性化転写因子です。選択的スプライシングにより、主に5'非翻訳領域が異なる複数のER mRNA転写産物が生成されます。ヒトERには、ERAとER-betaの2つのアイソフォームがあり、それぞれ組織および細胞における発現パターンが異なります。PelletierとEl-Alfy（2000）は、ヒト生殖組織におけるESRAとESRBの免疫細胞化学的局在について研究しました。卵巣では、ERBの免疫反応性は、一次卵胞から成熟卵胞までの全成長段階の卵胞の顆粒膜細胞の核、間質腺、および生殖上皮細胞で認められました。ERAの核染色は、莢膜細胞、間質腺細胞、および生殖上皮細胞で認められました。子宮では、上皮細胞、間質細胞、筋細胞の核に強い ERA 免疫反応が検出されました。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ER-alpha マウス mAb を用いたヒト乳癌組織溶解物に対するウエスタンブロット分析。
	

	DAB 染色で核発現を示す ER-alpha マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析。

